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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· １／２（土）午前中の映画鑑賞会の希望者参加者

→元沢政治様・小坂君子様・小泉康政様の３名です。

· 風呂場手前の電球が切れたため、はずしています。新しい電球が来たら交換お願いします。

· 本日、動静のフォルダーがなくなっている為、動静の仮のフォルダーに貼り付けをしてください。

　　　　　　　　　　　　　　

＜患者様連絡事項＞

· 久保　清美様～排便が５日なく本日排便が少量あったとのことですが、まだすっ　

きりしないとのことですので、排便状況を確認しシンラック液を服用して頂きましょう。

· 佐々木　康子様～本日、家族付き添いでランチ外出されています。不安の訴えな　　

　　　　　　　　　く問題なく帰院されています。年賀はがきの差出しについて、家族より確認したところ、自宅のお母さん宛であればいいとのことですが、本人が迷っています。

　
　今後は、受け持ちと本人と相談してください。

· 浅野　秀子様～小遣いは、第２と第４の金曜日、各１万円の受け取りとなってい

　　　　　　　　 ます。

· 布施　邦雄様～口内炎あり、自宅より持参したアフタゾロン使用許可となりまし

た。本人希望時渡してください。口腔内の観察をしていきましょう。

· 法霊崎　恵子様～以前治療していた前歯の緩みがある為、院内の歯科受診を希望　　　


されています。担当スタッフはご家族に確認をとり、医事へ予約していきましょう。

· 江刺家 陽輝様～スタッフへに話しかける時の要点がまとめられず、伝わりにく

　　　　　　　　　くなっているため、要点をまとめて相手に伝わるような話が出来る様に、担当スッタフは訓練を検討してください。

＜転入患者様の情報＞

· 飯豊　信雄様　(59歳)　　病名　統合失調症　

入院日：H20年4月9日（1回目）
入院形態：任意入院　　　主治医：田名部Ｄｒ
食事形態：脂質異常食

SST：Aグループ　　　　　買い物訓練：金曜日　

血圧測定：１検昼のみ

皮膚科：慢性湿疹→左内顆部　デルモゾール軟膏処置

　　　　急性湿疹→腰臀部　デルモゾール軟膏　処置

生活保護受給中　　12/11生活保護実態調査を行っている。

今月24日（木）家族が事務で通帳解約の手続きにこられる予定となっています。

　今後は青山荘入所申し込み中。

＜入院中の経過＞

　入院後、日課支障なく睡眠安定。作業も拒否無く参加し同年5月北病棟へ移棟と
なっている。H21年9月23日、朝食後、自室で荷物をまとめており、「田名部先
生が退院していいって言ったから」と易怒性みられ、主治医報告し精神状態悪
化の為、東Aユニットへ転棟となった。移棟後は、易怒性なく落ち着かれており、
過度の要求もみられない。妄想、幻聴に左右された発言、行動化はなく、　10月
30日精神状態安定、療養環境変更のため、西病棟Bユニットへ移棟となる。作業
療法・レクリエーション活動を行い穏やかに経過。症状として幻聴はあり金属音・
人がごちゃごちゃ話している声があると話す。自分からは症状について話してく
ることはないため症状の確認をしている。他者との交流はありトラブルはない。
今後環境の変化によって、精神症状悪化する可能性があるため、観察して行きま

しょう。

＜受け持ち患者様NCP評価＞

· 木村　梅子様～ 問題：左足骨折あるが、安静が保てない。

目標：一定期間の安静を保ち早期に治癒する。

評価：痛みがない為、急ぎ足で歩行されたり、小走りとなったりすることはあるが、介入にて、安静を保って過ごされています。12/11室岡整整形外科受診され骨折完治との診断。14日Dr報告し、作業・リハプロ参加指示あり。むくみは続いている事から、引き続きむくみの観察と歩行の振り返りを行って歩行の仕方を指導していく。

· 坂本　秀男様～問題：会話が続かず、すぐに終わってしまう

　　　　　　　　 目標:家族とコミュニケーションがとれる。

　　 　　　　評価：スタッフ・他患者様へ自分の方から話かけをされるようになってきている。お正月に家族とのランチ外出があるのでそれまでは計画を継続とする。

＜業務改善意見交換＞

· 水が出し放しとなっている場合は、節水に努めるように指導していく。

· 夜間の電気の節電に気をつける。

· ナイトプログラム時は、各部屋の電気が消してあるか確認、消していない部屋の患者様に節電を指導していく。

· ディスポの手袋は使いすぎとならない様に意識して使いましょう。

　　　

















































